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国内一流男子走幅跳選手における助走パターンの事例的分析
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1．はじめに

　走幅跳において優れた記録を達成するためには，

助走において高い助走速度の獲得が重要になる．し

かし，助走では助走速度を高めると同時に踏切動作

を行なうことが要求されるため，踏切数歩前の踏切

準備動作が適切に行なわれない場合には，助走速度

が高いとしても優れた記録が達成されるとは限らな

い．したがって，助走ではストライドやピッチなど

の大きさや変化パターンから評価される，助走の走

り方（助走パターン）を考慮して助走速度を高める

ことが重要になる．

　本報告では，2010 年シーズンの主要大会におけ

る国内一流男子走幅跳選手を対象に，助走パターン

について，上記に示した助走の特徴に着目し事例的

に報告する．

2．方法

(1) 対象者および対象競技会

　対象者は 2010 年ランキングにおいて，8.10m で 1

位の菅井選手，同記録 (7.87m) で 2 位の猿山選手

と新村選手の 3名とした．対象競技会は以下の通り

である．

・2010 年 4 月 25 日　第 58 回兵庫リレーカーニバ

ル（兵庫 RC）

・2010 年 6 月 5 日　 第 94 回日本陸上競技選手権

大会（日本選手権）

・2010 年 9 月 25 日　第 58 回全日本実業団対抗陸

上競技選手権大会（実業団）

・2010 年 10 月 1 日　第 65 回国民体育大会（国体）

　なお，兵庫 RC および日本選手権は日本陸上競技

連盟科学委員会の活動により撮影したものであり，

実業団および国体は分析試技数を増やすために別途

撮影したものである．

(2) 撮影試技および撮影方法

　助走路側方の観客用スタンド上段から高速度ビデ

オカメラ（CASIO 社製，EX-F1）を用いて，各競技会，

各選手の全試技について，助走のスタートから踏切

までを毎秒 300 フレーム，露出時間 1/2000 秒でパ

ンニング撮影した．また，助走路前方に設置したレー

ザー速度測定装置（ヘンリージャパン社製，LAVEG，

50Hz）を用い，助走スピードを測定した．なお，ス

トライド算出のため，助走路の両側に 2m 間隔に基

準マークを貼付した．

(3) 分析方法および分析項目

　助走の一歩ごとの接地および離地のコマ数をカウ

ントすることで一歩ごとの滞空時間および接地時間

を算出し，両者の和の逆数からピッチを算出した．

ストライドは，ビデオ動作解析システム（ディケイ

エイチ社製，FrameDIAS Ⅱ Ver.3 for Windows）を

用い，助走路の両側に 2m 間隔で貼付した基準マー

クの座標値および助走中の各歩のつま先の座標値を

読み取り，実長に換算して算出した．レーザー速度

測定装置により助走中の最高速度（助走速度）を算

出した．なお，菅井選手は補助助走を伴った助走で

あったため，助走開始地点を両足支持期が無くなっ

た歩からとした．

3．結果

　表 1 に，各選手の記録および助走速度を示した．

2010 年シーズンでは，菅井選手は日本選手権の 6

本目に 8.10m の自己最高記録 (PB) を，猿山選手は

国体の 3 本目に風速 2.1m/s とわずかに追い風参考

ではあるが PB (7.91m) を超える 7.94m を，新村選

手は国体の 5 本目に PB (7.89m) に肉薄する 7.87m

を記録し，3 選手共に PB に対し高い達成率の跳躍

が行われていた．また，各試技の助走速度最高値は，
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菅井選手が 10.58m/s，猿山選手が 10.45m/s，新村

選手が 10.27m/s であり，3 選手共に助走速度が高

い場合に 2010 年シーズン最高記録が達成されてい

た．本報告では，これらの 2010 年シーズン最高記

録達成時の助走パターン (Good) と，① Low-Low: 

助走速度と記録がともに低い試技（着地動作まで行

なった試技のみ），② High-Low: 助走速度は高いが

記録が低い試技（着地動作まで行なわなかった試技

も含む）について比較を行い，①では高い助走速度

を獲得する助走パターンについて，②では優れた記

録の獲得につながる助走速度の高め方についての特

徴を報告する．なお，各条件に該当する試技が少な

かったため，Low-Low では最も助走速度の低かった

3試技の平均値を，High-Low では代表的な 1試技を

比較に用いた．

(1) 高い助走速度を獲得する助走パターン (Good 

vs Low-Low)

　以下に示す結果は，Good に対する Low-Low の特

徴であり，主に助走速度の獲得過程に着目して示し

ている．なお，以下に示す特徴は，Low-Low の算出

に用いた 3試技すべてにおいてほぼ同様にみられて

いる．

　菅井選手は，ストライドには特徴的な相違はみら

れなかったが，助走開始 3歩目以降から滞空時間が

高値であることが影響してピッチは低値であった．

猿山選手は，ストライドは前半部では特徴的な相違

はみられなかったが，助走開始 7歩目あたりからは

低値であった．ピッチでは特徴的な相違はみられな

かったが，このことは，前半部において滞空時間が

低値である一方で，接地時間はわずかに高値であり

両者が相殺しあったためと考えられる．新村選手

は，ストライドは全体的に低値であった．ピッチは

前半部において高値であり，このことには，前半部

において滞空時間と接地時間が共に低値であること

が影響していた．以上のことから，高い助走速度を

獲得するための助走パターンは選手により異なるも

のの，各選手に共通して助走前半部における滞空時

表 1　各競技会における記録と助走速度
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図 1　菅井選手におけるストライド，ピッチ，滞空時間および接地時間の変化パターン

図 2　猿山選手におけるストライド，ピッチ，滞空時間および接地時間の変化パターン
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間の獲得の仕方が高い助走速度獲得の成否に影響す

る可能性のあることが示唆された．

(2) 優れた記録の獲得につながる助走速度の高め方 

(Good vs High-Low)

　各選手の High-Low の助走速度は，菅井選手

が 10.42m/s，猿山選手が 10.39m/s，新村選手が

10.33m/s と，Good とほぼ同程度であった．しかし，

High-Low では菅井選手と猿山選手は着地動作を行

わなかったこと，新村選手は 7.46m と記録が低かっ

たことから，適切な踏切動作および踏切準備動作が

行える助走パターンではなかった可能性のあること

が考えられる．以下では，この要因を検討するため

に，Good に対する High-Low の特徴を示した．

　助走の後半部に着目すると，菅井選手はストライ

ドが高値であり，滞空時間と接地時間の両方が影響

してピッチが低値であった．猿山選手はストライド

が高値であり，滞空時間が高値であることが影響し

てピッチが低値であった．新村選手はストライドお

よび滞空時間に左右差が顕著であったことに加え，

ストライドが高値であり，滞空時間がほぼ高値で

あったものの接地時間が影響してピッチは同程度で

あった．つまり，後半部の助走パターンは，各選手

で異なる傾向がみられたものの，ストライドが大き

く，滞空時間が長いという共通した特徴がみられた．

また，前半部では，3 選手に共通して，ストライド

が小さく，滞空時間が短いことでピッチが高いとい

う特徴が見られ，ストライドと滞空時間においては

後半部と逆の傾向であった．以上のことから，優れ

た記録の獲得につながる助走速度の高め方には，助

走全体を通じて，ストライドおよび滞空時間の獲得

の仕方が影響する可能性のあることが示唆された．

　今後も継続して撮影を行ない，本報告で示した条

件に該当する試技のデータを蓄積していくことで，

優れた記録を獲得するための助走パターンについ

て，より詳細に検討していきたいと考えている．

図 3　新村選手におけるストライド，ピッチ，滞空時間および接地時間の変化パターン


